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《要　約》

本稿では，オラーンチャブ盟を中心に，蒙疆政権時代における盟旗制度について，領域とジャサグ

の権限に注目して検討する。盟はモンゴル遊牧社会の動態に沿った組織であったが，農耕化や省県の

設置により，内モンゴルでは，20 世紀までに盟の解体が進んだ。1930 年代，内モンゴル西部において，

徳王らは国民政府に対して省廃止を求める自治運動を展開した後，蒙疆政権の支配下に入った。ここ

で徳王は，新たに盟公署を設置してモンゴル人による支配を強化しようとする。しかし盟はそもそも

組織的実態がなく，これをどのように組織化し，運用していくかは，手探りの状況であった。蒙疆政

権はオラーンチャブ盟で盟会議を開催したが，そこで王公らは清代の枠組みに沿って，領域とジャサ

グ制度の維持を求めた。しかし蒙疆政権側はジャサグ制度の維持を認めただけで，開墾地（領域）の

問題は解決できなかった。その結果，同盟の各旗は不安定化したまま 1945 年を迎えた。
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Ⅰ　会盟から盟公署へ 
　　 ―内モンゴルにおいて盟はいつ制

度化されたのか―

清朝支配のもとモンゴル地域の各旗（ホ

ショー）では，世襲王公が牧民を支配した。複

数の旗を束ねる組織が盟（チョールガン，また

はアイマグ）であり，このような支配体制を盟

旗制度と称した。この「盟」と「旗」というモ

ンゴル民族の歴史的な行政制度の名称は，清代，

そして中華民国，日本支配を経て，中華人民共

和国以降，内モンゴル自治区の行政制度として

継承され，現代も一部地域で使用されている。

1939 年頃，蒙古聯合自治政府において，シ

リンゴル盟盟長ソンジンワンチョグ（注1）の秘書

を務めたジャグチド・セチンは，20 世紀前半

期の盟旗制度について，下記のように述べてい

る。

　 盟長は各旗を監督する責任がある。ただし盟
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長は自動的に各旗が何をするか指示すること

はできない。［中略］どのようにしてモンゴ

ルに少しでも進歩的なことをさせることがで

きるだろうか？各旗を監督，指導する機構を，

迅速に改善する必要があるが，これはまたそ

のような変動期［蒙疆政権－引用者注，以下略］

にあって，盟ははじめて正式に盟公署の組織

を持つことになり，各旗を監督しなければな

らないだけでなく，各旗の行政をも推進して

行かねばならなかった。これは一大改革であ

る。［下線部は引用者による。以下同じ］［札奇

斯欽 2015，174］

つまりジャグチド・セチンは，内モンゴル西

部では，1930 年代，すなわち日本統治下の蒙

疆政権において初めて「盟公署」の組織が成立

したと述べている（注2）。同じく 20 世紀前半に内

モンゴルの民族運動を主導し，蒙古聯盟自治政

府副主席となった徳王は，［ドムチョグドンロプ 

1994, 201］において，「各盟の行政機構を強化

した。清朝時代，本来盟は各旗の会盟の場所で，

行政組織ではなかった」と述べている。これら

の記録から確認できるように，清朝時代のモン

ゴル地域では，各旗に衙門（役所）は存在したが，

その上部組織である「盟」の機構は実質的には

存在しなかった。盟に所属する旗のジャサグ
（jasaG：旗の長）らは，数年ごとに決まった場所

に集まり「会盟」を行ったが，これは遊牧民な

らではの流動的，かつ機動的な組織といえるだ

ろう（注3）。それでは辛亥革命後，これらの盟旗

制度はどのような変化を迎えただろうか。

近代内モンゴルにおける盟旗制度をめぐる動

きについて説明すると，中華民国成立後，1914

年に北京政府は内モンゴルの盟旗地域に特別区

を設置し，1928 年にこれらを省へ昇格させた。

モンゴル側にとって，「省」の設置は領域の解

体を意味し，「省」に対抗するためにも「盟」

の組織化が急がれた。その後，日本支配時代を

含む 1930 ～ 40 年代，内モンゴル西部では急速

に盟の設置が進んでゆく。なお，民国初期の「省」

の設置問題については，斎木徳道爾吉［2012］

など先行研究において，ある程度明らかにされ

ている。また烏力吉陶格套［2007］は，直接盟

旗制度の変遷を扱ったものではないが，法制史

の視点から，中国の枠組みにおける内モンゴル

の制度変革について詳細に検討しておりたいへ

ん重要である。その一方で，1930 ～ 40 年代の

盟旗制度の変革や，それに伴う地域社会の状況

に関して，これまでほとんど研究や議論は進ん

でいない。その背景として，内モンゴルにおい

て，世襲王公の支配が断絶し，盟や省（東部で

は興安省）が制度化された時期が，ちょうど日

本の支配時期と重なっていること，また中国に

おいてこの時期の文書史料の公開やその検証が

進んでいないことが考えられる。

清朝崩壊から現在に至るまで，内モンゴルの

盟旗の枠組みは，開墾による漢人移民の増加や，

県の設置により，存亡の危機にさらされてい

る（注4）。また近代以降，盟旗制度は，内モンゴ

ルの領域を示すものであり，旗を支配するジャ

サグ（世襲王公）らにとって，いかに盟旗制度

と自らの権限を維持するかが重要課題であった。

清朝崩壊後，モンゴルの支配体制が切り崩され

るなかで，1930 年代，徳王による内モンゴル

の「高度自治運動」には，多くの青年や知識人

が共鳴して参集し，「モンゴル再興」を目指す

こととなる。その後内モンゴル西部では日本の

支配下のもと，綏遠・察哈爾省は廃止され，盟
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旗制度が採用された。さらに 1945 年に日本敗

戦を迎えた後，中華人民共和国では，内モンゴ

ルの独自の行政区域として盟を採用する。なお，

内モンゴル自治区では，行政区域としてチョー

ルガン（盟）やホショー（旗），ソム（蘇木，漢

語では村）が採用されているが，これは他の民

族自治区にはみられない特徴である。以上の点

をふまえ，本稿では，盟の組織の独立化が進ん

だ 1930 ～ 40 年代を転換期として位置づけ，こ

の時期に旧来の秩序がどのように変化しつつ

あったのか検討することとしたい。

次に資料についてであるが，1930 ～ 40 年代

の盟旗制度を読み解く上で，ドムチョグドンロ

プ［1994］は，戦後，徳王が遺した貴重な自伝（証

言）であり，また訳者によって詳細な訳注が付

されるなど，第一級の資料であることはいうま

でもない。しかしながら徳王の自伝には，歴史

的に重要な事項でも省略されている箇所が見受

けられる点に注意が必要であろう。また，徳王

の側近であったジャグチド・セチンの回想録は，

戦後日本で刊行されたため『徳王自伝』とは異

なる重要な視点が盛り込まれており，自伝とあ

わせて参照すべき資料である［札奇斯欽 1985; 

1993; 2015］。

近年は側近であった呉鶴齢に関する回想録も

出版されている［呉 2016］。蒙疆政権の通史と

しては，これまで森［2000］や祁［2002］，内田・

柴田［2007］などが刊行されている。また二木
［2021］は，蒙疆政権時期に刊行された地図から，

同政権の統治や領域の問題に迫る興味深い研究

であり，本稿にとっても重要な意味を持ってい

る。しかしながら徳王や蒙疆政権など中央の動

向に比べて，内モンゴル西部の地方（盟旗レベ

ル）において，どのような社会の変化が生じた

のか，今のところほとんど明らかにされていな

い。これは先にも述べたように資料の非公開に

よるが（注5），一方で蒙疆政権期にオラーンチャ

ブ盟公署が編纂した「オラーンチャブ盟第一回

旗盟行政協議大会議事録（以下，大会議事録）」
［�laGancab-un ciGulGan-u alban yamun 1940］ が 現

存しており，地域社会の状況を読み解く上で重

要な史料といえよう。また，本稿では戦後中国

で刊行された , 中国人民政治協商会議・内蒙古

自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員会
［1997］など，オラーンチャブ盟の地方史など

も利用することとしたい。これらの資料をもと

に，本稿ではまずオラーンチャブ盟の旗とジャ

サグ（世襲王公）に注目し，盟旗制度が 1930 ～

40 年代にどのような状況にあったのか把握す

る。その上で，「大会議事録」から，蒙古聯盟

自治政府，盟公署，そして各旗代表（王公）の

あいだで，盟旗の領域や制度をめぐって，どの

ような議論が交わされたのか検討し，これによ

り近代内モンゴルの盟旗制度の変革について考

えることにしたい。

Ⅱ　 近代内モンゴルにおける盟旗制度の
変化

1．領域とジャサグの権限について

蒙疆政権期の盟旗制度について検討する前提

として，盟旗制度の変遷の歴史について整理し

ておきたい。清朝は，八旗の制度をもとにジャ

サグ旗の制度を創設し，特定の氏族からなる貴

族集団のなかからジャサグ（旗の長）（注6）を選び，

爵位を与えた。それゆえ清朝支配下において，

ジャサグは旗の王公と地方官という性格を持っ

ていた［岡 2007, 1, 273］。ジャサグの職務には，
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皇帝に対する軍事的協力，年班（朝賀のため北

京に参観すること），会盟への参加，旗内の統治

などがあった。またジャサグは，旗内において

行政，財政，司法に関して強い権限を有した［田

山 1954, 239-268］。しかし代替わりのさいにジャ

サグ襲爵をめぐって旗内で争いが起きることが

あった（注7）。

清朝時代，内モンゴルには六盟が置かれ，各

盟には数個の旗が所属し，各旗はジャサグの支

配に委ねられていた。盟は，モンゴル各部の首

領が大事件について「会盟」の上議決した制度

に由来し，これを清朝が制度化したものと説明

される。各盟には盟長，副盟長が置かれ，所属

する旗の王公らが兼任した（注8）。清朝初期の「会

盟」は，皇帝が派遣した大臣主催のもとで毎年

開催されていたが，やがて盟長主催のもと二，

三年に一回開催されるようになる［斎木徳道爾

吉 2012, 179-181］。「会盟」の開催場所は定まっ

ていたが，そこに常設の機関が置かれることは

なかった。

さて，清代以降の内モンゴル西部社会では，

清代初頭よりイフジョー盟，すなわちオルドス

地域（後套）において，大規模な水利開発が始

まり，その影響は周囲にも及んだ。また清朝の

ジューンガル討伐により，内モンゴルのトゥメ

ドでは綏遠城（現在のフフホト）（注9）が建設され，

トゥメド，およびオラーンチャブ盟地域の開発

が進んでゆく。さらに 19 世紀末以降，清朝に

よって「移民実辺政策」が推進されたことで，

内モンゴル全域で開発が本格化する［鉄山 

1999］。その結果，20 世紀初頭にオラーンチャ

ブ盟周辺では，墾務機関が設立され，武川（注10），

五原庁（注11）が設置された。中華民国成立後，開

墾事業はますます進展し，同政府は 1915 年に

墾務機関を改組して，綏遠，察哈爾両墾務総局

を設立した［趙全兵・朝克 2008, 39］（注12）。これ

以降，綏遠墾務総局は，オラーンチャブ盟の各

地に分局を置いて，各旗で大規模な開墾を行い，

武川，固陽，包頭，五原，安北，臨河などの県
（ないし設置局）を相次いで設置した（注13）。これ

らの県は漢人移民を統括したが，これによって

県と旗が重複する状況が生まれることとなった。

一方，辛亥革命後，ハルハ・モンゴルでは独

立運動が起こり，内モンゴルからも多くの人々

がこれに呼応した。これに対して，北京政府は，

モンゴル王公の離反を防ぐために 1912 年 8 月

「蒙古待遇条例」を公布し，清代と同様に王公

の爵位や旗の「管轄治理権」を認め，従来の盟

旗制度を維持するとした。さらに北京政府では

民族関係の事務を扱うために，理藩院に代えて

蒙藏事務局（1914 年蒙藏院に改編）を置いた。

しかし一方で北京政府は「都統署官制」（1914

年 7 月）により，内モンゴルの盟旗地域に，都

統の監督下のもと熱河（ジョーオダ盟，ジョソ

ト盟），察哈爾（チャハル部，シリンゴル 10 盟），

綏遠（オラーンチャブ盟，イフジョー盟，トゥメ

ド特別旗）各特別区を設置していた［烏力吉陶

格套 2007］（注14）（図 1 参照）。

こうしたなかで内モンゴルでは，領域とジャ

サグの権限という二つの問題が焦点となった。

まず領域に関して，省設置の圧力が強まるなか

で，1924 年に開催された蒙事会議において内

モンゴルの王公たちは，盟旗制度の将来につい

て議論している。そのさい会議では，清代以来

の盟を維持する立場と，盟を省に変更して漢人

に対抗しようとする立場に分かれた。1928 年

の南京国民政府成立後，同政府は上記の三特別

区を三省に昇格させ，盟と省が重複状態に置か
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れることとなる［広川 2009; 2010］。しかし，モ

ンゴル王公や知識人らの省設置に対する抵抗が

大きかったため，1930 年に国民政府は「蒙古

会議」（南京）を開催して，モンゴル側の代表

と協議の上「蒙古盟部旗組織法」をまとめた（翌

1931 年 10 月公布）。この「蒙古盟部旗組織法」

には，「蒙古各盟および各特別旗」が行政院に

隷属し，さらに盟旗と省県は，互いに対等であ

ることが示されている（注15）。なお，烏力吉陶格

套［2007, 129, 154-169］は , この時期，モンゴル

の旧来の制度が大きく解体に向かったことを指

摘し , 中華民国成立後，清代の会盟の規定は失

われ，開催時期も不定期となったと述べる。し

かし，省と旗のあいだで紛争が起きた場合，モ

ンゴル側は盟としてまとまり，北京政府に対し

て要望を出すなど存在感を示した。

つぎに，ジャサグの権限であるが，かつて北

京政府は「蒙古待遇条例」（1912 年）により，

各モンゴル王公の現有の「管轄治理権」は従前

のとおりにすると約束していた［光 2001, 4］。

しかしその後も，この「管轄治理権」が何を指

すのかは曖昧なままであった。また，先に取り

上げた「蒙古盟部旗組織法」では，「モンゴル

各旗ジャサグは旗務を総理し，所属職員および

機関を監督する」（第 22 条）と，ジャサグの職

務を定めたものの［光 2001, 22］，その選出方法

と王公の爵位については明文化を避けた（注16）。

ジャグチド・セチンは，「蒙古盟部旗組織法」

により，モンゴルの盟旗制度は中華民国の法律

によって保障され，盟旗はその本来の「地方自

治権」を維持することができたが，「一方では

新旧の対立を調和させ，他方では貴族たちの

図１　内モンゴル西部の盟の領域と綏遠，察哈爾，熱河省（1928 ～ 1937 年頃）

（出所）曹永年・内蒙古自治区測絵地理信息局・内蒙古自治区測絵学会［2018］より筆者作成。

シリンゴル盟 

察哈爾省 

ジョーオダ盟 

熱河省 
ジョソト盟 

天津◎ 

◎北京 

◎

イフジョー盟 

帰化城トゥメド 
◎

綏遠省 

オラーンチャブ盟 チャハル部 

張家口 

省域を表す 

旧チャハル部の領域 

チ ャ ハ ル

24-08-405_034-論文-広川さま.indd   3824-08-405_034-論文-広川さま.indd   38 2024/12/05   15:31:062024/12/05   15:31:06



39

蒙疆政権期，オラーンチャブ盟の設立とその意義

“ 世襲 ” 特権を廃止する意図を持っていた」と

述べる［札奇斯欽 1985, 39］。また，各旗では，

開墾地に設置された県の力が増すにつれ，これ

までジャサグが旗内で有してきた，行政，財政，

司法，軍事にかかわる権限は弱まりつつあっ

た（注17）。旧来の制度が揺らぐなかで，後述する

ように，1930 年代に内モンゴル西部の旗では

ジャサグ襲爵をめぐって，綏遠省とモンゴル王

公らが激しく対立する事態が生じた。

2．日本の華北・内モンゴル侵攻と省の廃止

1931 年 9 月，日本が「満洲（九・一八）事変」

を引き起こし，翌 1932 年 3 月，満洲国を成立

させた。その後，満洲国は，内モンゴル東部に

おいて盟を廃止し，モンゴル人を主体とする興

安省を設立する。さらに 1933 年 3 月日本軍の

熱河省占領後，満洲国の一部となったジョーオ

ダ，ジョソト両盟では盟旗制度は廃止され，熱

河省，錦州省が成立するが，同地域のモンゴル

人はこれに対して不満を抱いた［広川 2005, 129-

130］。

一方，内モンゴル西部では，1930 年代初め

より，シリンゴル盟スニド右旗王公の徳王らが

中心となり，国民政府に対して察哈爾・綏遠省

の廃止を求めて「自治運動」を展開していた。

これに対し，南京国民政府は，1934 年 2 月「蒙

古地方自治辦法原則八項」を採択し，モンゴル

側に対してモンゴル地方自治政務委員会（蒙政

会：百霊廟）の設置を許可する［森 2000, 73-77］。

この「原則八項」では，各盟公署を盟政府に，

旗公署を旗政府へと改称し，チャハル部を盟に

改めることが盛り込まれた。しかし，国民政府

は，従来通り省県を併存させ，盟長やジャサグ

の権限や任命方法を具体的に示さなかった［黄 

1938, 253-254］。

このころから日本陸軍は華北，および内モン

ゴル西部方面へ軍事的に進出し，徳王と接触す

る。1935 年末，日本陸軍はチャハルの東部（察

東）へ侵攻し，1936 年 1 月，張北に蒙政会の

名義でチャハル盟公署を設立させた。一方，国

民政府は，2 月に綏遠省境内蒙古各盟旗地方自

治政務委員会（綏境蒙政会）を成立させたため，

百霊廟蒙政会は分裂してしまう（7 月）。これに

対し徳王は，同年 2 月，スニド右旗に蒙古軍総

司令部を設置し，4 月に蒙古軍政府（化徳）を

成立させた（綏遠事変）［森 2000, 73-77］。

1937 年 7 月，日中戦争がはじまると，8 月日

本軍・モンゴル軍は，チャハル作戦を展開し，

10 月に綏遠を，12 月に包頭を占領する。12 月，

関東軍の方針を受けて，蒙古軍政府は蒙古聯盟

自治政府（首都：厚和（フフホト））へ改組された。

ここで注目すべき点は，綏遠省と察哈爾省を廃

止し，新たにチャハル盟，シリンゴル盟，オラー

ンチャブ盟，バヤンタラ盟，厚和市，包頭市を

設置するなど，盟の組織化を進めたことである
（図 2 参照）。北部のシリンゴル盟では遊牧を生

業としていたが，南下するにつれて開墾が進み，

旗の内部に県が設置されていた。また，新設の

蒙古聯盟自治政府は，旧綏遠省の領域のうち，

チャハル右翼四旗（旧チャハル部所属），トゥメ

ド旗（旧帰化城トゥメド旗），および 12 県（豊鎮，

興和，陶林，集寧，凉城，和林格爾，托克托，清

水河，巴彦［帰綏］，薩拉斉，固陽，武川）をバヤ

ンタラ盟に再編する（注18）。バヤンタラ盟では，

ほぼ全域で開墾が進み，県と旗の領域が重複し

ていたが，旗公署と県公署を併存させる形式を

とった。

ここで問題となったのは，オラーンチャブ盟
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の開墾地を含む，固陽県と武川県がバヤンタラ

盟に編入されたことである。蒙古聯盟自治政府

は，成立当初，旧綏遠省所属の県地域を主体と

してバヤンタラ盟を設置したため，上記の県も

これに含めたと考えられる。しかし武川県には，

オラーンチャブ盟の四子王旗とダルハン（ハル

ハ右翼）旗，そしてトゥメド旗の開墾地が含ま

れ，それぞれの開墾の経緯は大きく異なってい

た。たとえば固陽県は，オラーンチャブ盟のオ

ラド東公旗とモーミンガン旗の開墾地を含んで

いた（注19）。このように武川，固陽県の土地の開

墾の経緯や所属旗は一様ではなく，歴史的背景

は非常に複雑であった。しかし上述のように，

蒙古聯盟自治政府は武川，固陽をオラーンチャ

ブ盟から分離させ，その結果，旧来の盟の境域

とは異なる境界線が誕生することとなった。そ

れゆえオラーンチャブ盟の王公たちは，固陽・

武川県内の旗の土地の帰属について不満を抱く

こととなった。

Ⅲ　 オラーンチャブ盟における盟旗制度
の変遷

1． ジャサグ襲爵をめぐる混乱 

―オラド西公旗（前旗）の事例―

つぎに日本の侵攻前後のオラーンチャブ盟の

旗の状況について検討することにしたい。清代

以来，同盟には，ダルハン旗，モーミンガン旗，

四子王旗，オラド西公旗（前旗），オラド東公

旗（後旗），オラド中公旗（中旗）が所属してい

図 2　蒙古聯盟自治政府におけるオラーンチャブ盟とバヤンタラ盟（1937 ～ 1938 年）

（出所）巴彦塔拉盟公署官房［1939］，蒙疆新聞社［1938］，曹永年・内蒙古自治区測絵地理信息局・内蒙古自治区測
絵学会［2018］，中国人民政治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員会［1997］より筆
者作成。

（注）蒙疆新聞社［1938］では，従来のオラーンチャブ盟の領域である武川，固陽県が同盟に含めて描いている。一方，
二木［2021］掲載の地図（1940 年代刊行）は，武川県，固陽県，安北県およびオラド西公旗南部がバヤンダラ
盟の領域内に描かれている。
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地域はオラーンチャブ盟内の県および開墾地を表している 
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た。中華民国成立より 1930 年代前半に至って

も，内モンゴル西部の各旗では，それまでと同

様に，世襲王公や閒散王公（分家した王公）が

その身分を世襲し，ジャサグ衙門が旗内を支配

する体制に変わりはなかった。先にも記したよ

うに 1930 年代半ばの内モンゴル西部は，日本

の軍事的侵攻と，国民政府，および綏遠省の攻

勢のはざまで，不安定な政治状況に置かれてい

た。そのようななかオラーンチャブ盟の旗では，

清朝時代と同じくジャサグの継承をめぐって争

いが生じたが，ここではオラド西公旗（前旗）

と東公旗（後旗）の二つの事例を取り上げるこ

とにしたい。

オラド西公旗では，1924 年に先代のジャサ

グのヘシグドルゴルが死去した後，後継ぎがい

なかったため，甥であるシラブドルジと，同じ

く甥のバトバヤルがジャサグの襲爵を争った
［恩克巴雅爾 1991, 175-178］。このような状況に

対して，オラーンチャブ盟盟長のヨンドンワン

チョグは，バトバヤルがジャサグを襲爵するよ

う主張した。しかし，綏遠省政府の支持を受け

て，1931 年 5 月にシラブドルジ（石王）が第

16 代としてジャサグを襲爵したため，旗内で

は混乱が生じた。かねてよりシラブドルジは綏

遠省の側に立ち，蒙政会に非協力であったとい

う。そのため 1935 年頃，蒙政会とオラーンチャ

ブ盟の名義でシラブドルジを罷免し，バトバヤ

ルをジャサグに任命した。その後さらに対立が

激化し，いったんシラブドルジが旗の実権を

握った。しかし，彼は 1936 年 9 月に死去して

しまう［金海・ 賽航 2011, 1400; ドムチョグドンロ

プ 1994, 78-81］。一方 1934 年にシラブドルジに

は，第三夫人として奇俊峰（1915-1947：モンゴ

ル名，セブルマ）が嫁いでいた。シラブドルジ

の死後，奇俊峰は 1937 年 3 月に男子を出産し，

9 月に自らジャサグ位に就いた［金海・賽航 

2011, 1400］（注20）。7 月，日本により盧溝橋事変

が引き起こされ，帰綏（後の厚和）や包頭が占

領されると，オラド西公旗を含むオラーンチャ

ブ盟も日本の支配下に入った。そのさい奇俊峰

は，国民党側と連絡を取り，1938 年 3 月に五

原に赴き，4 月に軍政部によってオラド西公旗

保安指令に，さらに 5 月に国民政府軍事委員会

により同旗防守司令部司令等に任命されること

となる。1939 年 9 月になると，奇俊峰は，蒙

藏委員会（国民政府）により「護理（代理）ジャ

サグ」兼綏境蒙政会建設委員会主任に任命され，

また息子が「記名ジャサグ」に任命された［烏

拉特前旗・王 2017, 701-704］。一方，蒙疆政権下

に入ったオラド西公旗では，1938 年にアムル

サナ（先代の近親，閒散タイジ［tayiji：貴族の称号］・

ラブソンサンジェの次子）がジャサグ位を襲爵

し，1941 年に正式にジャサグに任命されてい

る［中国人民政治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察

布盟委員会文史資料研究委員会 1997, 299］。

2．オラド東公旗（後旗）の事例

オラド東公旗では，1922 年に第 15 代ジャサ

グのエルフセチンジャンバル（額爾克色慶佔巴

勒）のもとへ，トゥメド旗の貴族出身の巴雲英
（1899-1966：モンゴル名，ドルゴルサン）が嫁い

でいた。1932 年に巴雲英がゴンガスレンを産

むと，綏遠省政府とオラーンチャブ盟は，ゴン

ガスレンをジャサグ候補とした。しかし 1936

年 8 月にエルフセチンジャンバルが死去したさ

い，百霊廟蒙政会は，その弟のチメドリンチン

ドルジを「護理ジャサグ」に任命する［蘭 

2017, 665-666］。一方，日本が包頭を占領すると，
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1937 年 10 月に巴雲英は包頭を離れ，五原で抗

日戦線に参加することとなる。なお，蒙疆政権

下では，チメドリンチンドルジがジャサグに就

任したが，これに対して 1939 年に国民政府は，

巴雲英の息子をオラド東公旗のジャサグに任命

し，また国民党軍政部により巴雲英が旗の保安

隊司令部司令に任命された［中国人民政治協商

会議・内蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研

究 委 員 会 1997, 431-432; 金 海・ 賽 航 2011, 1401-

1402］。

以上がオラド西公旗と東公旗における襲爵争

いの概要である。清朝時代と異なる点は，国民

政府統治下においてジャサグの任命権や選出方

法が定まっていなかったことである。そのため，

これらの旗では，ジャサグ位をめぐる争いが，

綏遠省と蒙政会の主導権争いに発展した。また，

その後日本の侵攻に直面した国民政府は，ジャ

サグの寡婦を，代理ジャサグ，またはジャサグ

に任命したが，このような方針は伝統的なモン

ゴル社会の規範からは逸脱したものであった。

一方，ドムチョグドンロプ［1994, 299］によると，

蒙疆政権では，徳王らがジャサグの任命権を持

つようになり，世襲王公らの意向を受けて，そ

の子息を次のジャサグに認定したという。しか

し，徳王の自治運動に共鳴し，蒙疆政権に参加

した知識人や青年たちにとって，世襲ジャサグ

の温存は容認しがたい制度であったと考えられ

る。

3． 蒙疆政権時期におけるオラーンチャブ盟

の盟長と官僚

蒙古聯盟自治政府設立後，内モンゴル西部で

はチャハル盟公署を皮切りに，シリンゴル盟公

署，およびオラーンチャブ盟公署が設置された。

ここでは清末以降のオラーンチャブ盟の盟長に

ついて改めて検討することにしたい。なお，盟

長に関しては，同盟の通史である，中国人民政

治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文

史資料研究委員会［1997, 13-14］に歴代盟長，

副盟長の一覧が記されているが，この一覧は人

名や旗名，着任時期に誤りや遺漏がみられる。

そのため，綏遠通志館［2007b］などをあわせ

て検証したものが，表 1 である。

まず 1920 年代から 1930 年代初めまでオラー

ンチャブ盟の盟長を務めたのは，ダルハン旗王

公（第 12 代ジャサグ）のヨンドンワンチョグ
（1871-1938）であり，1930 年代に徳王とともに

内モンゴルの「高度自治運動」を推進した人物

である。

1936 年にヨンドンワンチョグに代わって，

盟長に就いたのは，副盟長でオラド中公旗第

13 代ジャサグの世襲王公バボードルジである。

その後，蒙古聯盟自治政府成立を経て，1938

年にダルハン旗の閒散王公で，協理のシャラブ

ドルジ（注21）が副盟長となり，バボードルジを補

佐した。なお，ジャグチド・セチンによれば，

当時バボードルジは盟公署に登庁せず，一切の

政務をシャラブドルジが代行していたという
［札奇斯欽 1993, 92］。以上のように，蒙疆政権

にオラーンチャブ盟長や副盟長に就任した人物

は，旧来通り世襲のジャサグや閒散王公であっ

た（注22）。

1938 年 8 月になると，蒙疆聯合委員会（蒙疆

三政府の連絡調整機関）の強化に伴い，蒙古聯

盟自治政府でも改組が進んだ。同月公布された

「盟公署官制」では，盟長の権限について，政

務院長の指揮・監督を受け，領域内のジャサグ・

総管・県長を指揮・監督する権限を持つことが
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定められている（注23）。これ以降，各盟では4庁（総

務，民政，教育，財政）制度を廃止して，総務

庁のもと 3 庁（民政，畜産，保安）へ改組され

た（注24）。オラーンチャブ盟公署では，総務，保安，

畜産三庁の庁長に地元出身者を任用し，民政庁

長を中央から派遣したという［ドムチョグドン

ロプ 1994, 202］。1939 年 9 月の時点で，同盟公

署には，盟長バボードルジ，副盟長シャラブド

ルジのほか，参与官事務取扱に山本信親，民政

庁長リンチンセンゲ，勧業庁長にメルゲンバー

トル（別名ドブチン）（注25），警務庁長に岩崎敏

が配属された［東亜同文会 1940, 650］。その後

1940 年 5 月に至るまで，オラーンチャブ盟の

盟長，副盟長，民政庁長に変化はなかった（注26）。

盟が実際にどのような権限を持ち，活動したか

については不明な点が多いが，世襲王公の影響

力が持続していたことは確かであろう。つぎに

蒙疆政権時代のオラーンチャブ盟の「大会議事

録」をもとに，モンゴル王公や盟公署の官僚ら

の盟旗制度に対する認識について検討したい。

Ⅳ　 オラーンチャブ盟第一回旗盟行政協議
大会（1940 年 5 月）における議論

1．会議の内容と参加者について

1939 年 9 月，蒙古聯盟自治政府は，察南・

晋北自治政府と合併し，新たに蒙古聯合自治政

府（首都：張家口）となる。その範囲は，蒙古

聯盟自治政府に長城以南の漢人居住地域を加え

た地域となり（注27），モンゴル人主体の自治政府

という特徴は薄れた。これに対する国民政府側

の動きをみると，同年 3 月，傅作義は五原に綏

遠省政府を再建し，その後，共産党との抗日統

一戦線を目指した。秋以降，綏遠省政府は，五

表１　オラーンチャブ盟における盟長・副盟長（1911 ～ 1945 年）

在職期間 役職 名前 経歴
1911 ～ 1920 盟長 ロワンノロブ ［-1928］四子王旗第 12 代ジャサグ（1885 年～ ?）

 ？  ～ 1920 副盟長 ヨンドンワンチョグ ［1871-1938］ ダ ル ハ ン 旗 第 12 代 ジ ャ サ グ（1890 ～
1931 年）

1920 ～ 1933 盟長 ヨンドンワンチョグ 同上

1920 ～ 1924 副盟長 ヘシグドルゴル ［?-1924］オラド西公旗（前旗）第 15 代ジャサグ（1882
～ 1924 年）

1925 ～ 1936 副盟長 バボードルジ ［?-1948］オラド中公旗第 12 代ジャサグ（1895 ～ 1931
年）

1936 ～ 1941 盟長 バボードルジ 同上

1936 ～ 1937 副盟長 バンディゴンボジャブ ［?-1937］四子王旗第 13 代ジャサグ（ロワンノロブの
長子：1927 ～ 1937 年）

1938 ～ 1941 副盟長 シャラブドルジ ［1896-1949］ダルハン旗閒散王公
1941 ～ 1944 盟長 シャラブドルジ 同上

1941 ～ 1944 副盟長 リンチンセンゲ ［1898-1952］オラド中公旗第 13 代ジャサグ（バーブド
ルジの息子：1931 年～ ?）

1944 ～ 盟長 リンチンセンゲ 同上
（出所）中国人民政治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員会［1997］，綏遠通志館［2007b］

より筆者作成。
（注）経歴内の［　］は生没年，（　）はジャサグの在位期間を表す。
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原から陝壩へ移転を開始する。さらに同年冬，

傅作義は包頭を攻撃し，さらには 1940 年 2 月

以降，五原・臨河を攻撃したため，日本軍は包

頭に退却した。その結果，綏遠省政府と軍事機

関は，陝壩に移転する［内田・小林 2007, 327-

330］。一方，前年（1939 年）から徳王は，蔣介

石と水面下で連絡を取っていたが，1940 年春

に日本側に内通が露見してしまう［ドムチョグ

ドンロプ 1994, 245-257］。

当時オラーンチャブ盟は，国民政府の支配地

域であるイフジョー盟と接しており，日中戦争

の最前線でもあった。さらに中国共産党も大青

山に抗日根拠地を築き，1940 年夏には武川県

に近接する地域（綏西区武帰県小西梁村）で活

動するなど，影響力を強めつつあった［祁 

2007, 275-302］。

そのようななか，オラーンチャブ盟公署の主

催のもと，1940 年 5 月初旬に 3 日間にわたり

同盟第一回旗盟行政協議大会が開催された。こ

こでは，当時編纂された『オラーンチャブ盟第

一回旗盟行政協議大会議事録』（注28）をもとに，

新設の盟やその下にある旗がどのような問題を

抱えていたのか検討することにしたい。同会議

は，時期的にみて「蒙古会議」（8 月末，張家口）

を前に，蒙疆政権がオラーンチャブ盟の王公の

同意を得るため開催したと考えられるが，ほか

の盟で同様の会議が開催されたかはわからない。

この会議にはオラーンチャブ盟に所属する各

旗代表（ジャサグや官僚），および盟公署の官僚，

中央から蒙古聯合自治政府民政部の官僚などが

出席していた（表 2 参照）。具体的には，盟の

参加者のうち，盟長のバボードルジは欠席し，

副盟長のダルハン旗王公のシャラブドルジ（議

長），盟公署参与官の山本信親，盟公署民政庁

長のリン（原文では rin），同警務庁長岩崎［敏］

らが出席していた。なお，民政庁長のリンは，

オラド中公旗ジャサグのリンチンセンゲ（注29）

（バボードルジの息子）を指すと考えられる［東

亜同文会 1940, 650］。またオラーンチャブ盟六

旗の代表としてジャサグが参加したが，ジャサ

グ継承をめぐって混乱していたオラド西公旗と

同東公旗からは協理（旗の官僚）が代理として

出席していた。さらに，仏教寺院であるシレー

ト・ジョーの代表も旗代表の一員として会議に

参加していたが，これについては後述する。

会議では，盟の組織（庁）に対応して，官房，

民政，勧業・警務の部会が設定され，各部会に

おいて各旗代表が検討事項を提示し，これに盟

や民政部の官僚らが回答する形式をとった（表

3 参照）。会議の内容は多岐にわたるが，そのな

かで本稿では，旧来の盟旗制度や王公の支配体

制に関する問題について検討したい。なお，会

議参加者のほとんどがモンゴル人であり，議事

はモンゴル語で進められた（注30）。

2．ジャサグ制度の維持をめぐって

先にも記したように，オラーンチャブ盟のい

くつかの旗ではジャサグの継承をめぐって争い

が起きていた。それゆえ盟内のジャサグにとっ

て，世襲制度や旗内の支配体制が今後も維持さ

れるかどうかが大きな関心事であったと考えら

れる。また，後でも触れるように，旗の開墾地

に設置された県が，旗に対して地租や税を納め

ない事例も多くみられ，旗は財政面でも不安を

抱えていた。

ジャサグの制度に関して，議長兼副盟長の

シャラブドルジは会議冒頭で，以下のように述

べている。「我々はこの会議に参加し，旗の事
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表 2　オラーンチャブ盟第一回旗盟行政協議大会参加者

（1）各旗代表
四子王旗 ：ジャサグ　ソドノムチョグジュル　協理ほか 2 名
ダルハン旗［ハルハ右翼旗］：ジャサグ ツェスドバルジュル　ほか官吏 3 名
モーミンガン旗：ジャサグ チメドリンチンホルロー　ほか官吏 2 名
オラド西公旗［前旗］：ジャサグ代理，協理エルヘドルジ　ほか官吏 1 名
オラド東公旗［後旗］：ジャサグ代理，協理ゴンボジャブ　ほか官吏 1 名
オラド中公旗［中旗］  ：ジャサグ リンチンセンゲ　ほか官吏 1 名
シレート・ジョー：ジャサグ・ラマ・サムダン　ほか官吏 2 名

（2）蒙古連合自治政府
ソンジンワンチョグ（民生部部長）
木村祐次郎（次長）
ジャグチド・セチン （日本語書記）
岩崎継男（民生部文教科長）
=bir-a（地政科［総務部地政総署］）
牧業総局官吏 2 名，厚生科 1 名，ほか 2 名
サンド（バヤンタラ盟地政科長）

（3）オラーンチャブ盟公署
議長：シャラブドルジ（副盟長，盟長代理）
山本信親（盟参与官）
民政庁長［リンチンセンゲの兼務］
岩崎［敏］（警務庁長）
横山［不明］（警務科長）
萩原［正三］
li-lin［不明］
ドブチン（会計科長）
ウネンバト（地方科長）
トゥメンジャルガル（実業科長）
ブリンボヤント（日本語書記）ほか 3 名

［属官以下省略］

（出所）�laGancab-un ciGulGan-u alban yamun［1940, 18-19］より筆者作成。
（注）旗の名称は原文のママであり，［　］内は筆者が補ったもの。（　）内の役職は原文通り。
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表 3　オラーンチャブ盟第一回旗盟行政協議大会における議事内容

第一日

一，開会式

開会の言葉　副盟長：シャラブドルジ

盟長の訓示　代理：リンチンセンゲ

民政部部長の訓示　ソンジンワンチョグ

旗ジャサグ代表の言葉　代表：ツェスドバルジュル

二，全旗の状況報告

第二日

官房関連 内容

オラド西公旗 旗官吏の俸給支給，官吏に身分証明書，および徽章を与えること

六旗代表 旧制度に従い新しい公務を実行すること

シレート・シャビ旗 シレート・シャビ旗の設立

民政関連 内容

七旗代表 バヤンタラ盟に所属する武川，固陽，安北県を本盟に返還させ，また包頭，五原，
臨河県境内にあるオラド三旗の土地権利を回復させる

七旗代表 七旗の小学校経費の増額と改善に便宜を図る件

オラド西公旗 （1）旗の土地に対する賃借料不払いの問題の解決

（2）水利の権利回復と整備

（3） 五原，臨河，安北，包頭等四県内の管轄地から，滞納している「押租金」を
すべて回収し，毎年賃料を徴収し，公的費用を補う件

（4） 本旗境界内の五原，臨河，安北，包頭等の県の土地の権利を旗に戻して，旗
自らが税・賃借料を集めること

オラド東公旗 本旗の管轄する包頭市内の土地の権利・税を得られるよう請願する

ダルハン旗 （1） 本旗の開墾局に通知し，武川県が管轄する開墾地の収益の割合を増加させる
規則を決定し，旗の経費を補填するよう請願する

（2） 本旗が管轄する百霊廟の寺院を早急に修繕・建設する解決方策，および仏教
関連の規則を定めることを請願する

四子王旗 （1） 本旗がフフホトに所有する土地が占拠されているため，権利を尊重するよう
請願する

（2）本旗五区の土地を旗に編入するよう請願する

モーミンガン旗 開墾局から，固陽県の土地の賃借料を旗に納入させ，旗の経費となすこと

シレート・シャビ旗 モンゴル軍の長官公署が占領している建物の返還を求める
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情を改善させる任務があるため，もし十分詳細

に協議し，決議を行い，実行するに至れば，こ

の盟旗のジャサグの事情は限りなく改善され，

発展するにいたる」（「大会議事録」23 ページ）。

さらにシャラブドルジは，過去のジャサグの制

度をふり返り，「軍閥」および「専横に支配し

ていたジャサグの権力者たち」を批判し，今後，

新しい政権（蒙古聯合自治政府）のもとで，ジャ

サグの制度を刷新することに言及した（「大会

議事録」23-26 ページ）。

つぎに民政庁長のリンチンセンゲが「盟長の

訓示」を代読し，①ジャサグの任務，②行政を

温厚に実行すること，③ジャサグの教えの基本

などについて説明した（「大会議事録」28-30 ペー

ジ）。

さらに蒙古聯合自治政府民政部部長のソンジ

ンワンチョグは，「訓示」として以下のように

述べている。

　 ［前略］近日，［政府は］市・県官制［1940 年］

について宣言し，実行させたが，蒙地の旗の

制度については古い形式のまま実行し，より

いっそう栄えさせよう。みなさま，ジャサグ

旗の制度をより改善させ，ジャサグ公署の主

目的を十分知らしめ，盟長，および副盟長，

そして参与官とともに，心を一つにして議論

し，民衆の考えを安定させ，また将来の大モ

ンゴル国［yeke MongGol ulus］を創るさいに役

立てて，努力して欲しい。（「大会議事録」33ペー

ジ）

（続き）

盟の指示 内容

民政庁土地科 （1）ウラド三旗の境界を区分し，ジャサグが執政するのに便宜を図る件

（2） 全旗のソムの管轄する境界を区分し，執政に便宜を図る件

（3） ガチャー・フイ・アイルの制度を実行し，民政を改善するさいに便宜を図る
件

民政庁文教科 （1）全旗の初等小学校を正確に調整し，実行する件

（2）小学校の宿舎の建物，校庭を建設し，教育事業を発展，改善させる件

（3） 各旗の寺院に一校，僧侶の学校を創設し，特別にモンゴル語経典を重視して
学ばせる件

（4） モンゴルの家庭の学齢児童に普遍的にモンゴル文字を学習させる運動を遵守
して，実行すればよい件

勧業・警務庁関連 ［省略］

第三日

政府の訓示：民生部部長ソンジンワンチョグの「教書」

盟公署の「教書」

閉会の辞

（出所）�laGancab-un ciGulGan-u alban yamun［1940］より筆者作成。
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つまりソンジンワンチョグは，ジャサグ旗の

制度を維持しながら，これを徐々に改善すると

いう方針を示した。また，将来的な「大モンゴ

ル国」（注31）設立に触れつつ，会議参加者らに協

力を求めた。これに対して，オラーンチャブ盟

のジャサグ，および協理を代表して，ツェスド

バルジュルが挨拶を述べている。以上のように

盟公署側と蒙古聯合自治政府は，ともにジャサ

グ，もしくはジャサグ旗の制度の維持と改善を

提案していたが，具体的な方策は示していな

かった。

続いて官房関係の部会にうつり，そのなかで

六旗は「オラド中東西，モーミンガン，ダルハ

ン，四子等の旗が提議した件」を提出するが，

その内容の一部は以下のとおりである。

　 一，我がオラーンチャブ盟全旗の旧制度に

よって，所属するジャサグにより［が］，主

権 を 持 ち， 政 治 を 実 行 す る。 ま た 協 理
（tusalaGci），官吏たち（tUsimed）を，引き続き

古い名称（呼び名）になさしめて，すべての

公務を補助し，処理してきた秩序によって，

現在の新秩序の公務を実行すれば，多くの民

は疑念がなくなると請願し，知らせた件［後

略］（「大会議事録」39 ページ）

以上のようにジャサグらは，旧来通り旗に対

する主権を維持し，旗の官僚が公務を行うこと

を改めて求めたが，これらは本会議において承

認された。このように政府と盟，旗のあいだで，

清代以来のジャサグ制度を維持しつつ，改善さ

せることを確認して会議は始まった。

3．シレート旗の設置要求

つぎに，モンゴル仏教寺院であるシレート・

ジョーによる「旗」の設置要求について検討す

るが，ここでの「旗」とは，いわゆる「ラマ旗
（lama：僧侶を意味する）」であった。「ラマ旗」

とは，チベット仏教寺院の「活仏（化身）」が

統治する政教一体の旗を指し，清代では内モン

ゴル東部のシレート・フレー（siregetU kUriy-e）

旗（現在の通遼市庫倫旗）がこれに該当する。

蒙古聯盟自治政府成立前，第二回蒙古大会（1937

年 10 月）が開催されたが，そこでシレート・

ジョー寺廟領地代表（サムダン）と広覚寺（五

当召：モンゴル語ではバドガル・ジョー）寺廟領

地代表らは，オラーンチャブ盟の管轄下に入る

ことを求めていた［札奇斯欽 1993, 35-39］。なお，

このシレート・ジョーは，上記のシレート・フ

レー旗とは関係はなく，ダルハン旗，四子王旗，

トゥメド旗の境，すなわち武川県内に位置して

いた（注32）（図 2 参照）。また，広覚寺も著名なチ

ベット仏教寺院であり（注33），両寺院はともに寺

領 地 と「 黒 徒 」（ ハ ル・ シ ャ ビ ナ ル：qar-a 

Sabinar：俗人の信徒）を有していた。その後の

経緯は不明であるが，1940 年 5 月の会議には，

シレート・ジョーの代表のみが参加している。

当時，シレート・ジョーの代表らは，オラーン

チャブ盟「七旗」の一員として参加したが，こ

の時点で旗の設立は認められていなかった（注34）。

さて，シレート旗の設立運動の背景には，フ

フホト最大のチベット仏教寺院であるシレー

ト・ジョー（席勒圖召，もしくは延寿寺）の存在

がある（注35）。シレート・ジョーは，明代（16 世

紀後半）は小さな寺院にすぎなかったが，ダラ

イ・ラマ 3 世の圓寂後，寺院の住職がダライ・

ラマ 4 世の即位（座床）に貢献したことから，
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シレート（モンゴル語で「法座」）・ジョー（寺院）

と呼ばれるようになる。またその後，寺院の座

主としてシレート・ホトグトは代々転生した。

1750 年に 5 世が亡くなると清朝皇帝は，ハルハ・

モンゴル（外モンゴル）から定辺左副将軍ツェ

レン（策凌）の子であり，ツェングンジャブの

弟であるリンチンドルジ（仁欽道爾吉）を招い

て，シレート・ホトグト 6 世（阿嘎旺羅布桑達瓦）

とした［克什格 1998a, 194］。そのさい 6 世はハ

ルハから属民や多くの家畜，財宝，大型ゲルを

伴い綏遠城へやってきて，これらの属民たちは

シレート・ジョーの「黒徒」となる。6 世は

1764 年に清朝皇帝から，帰化城においてジャ

サグ・ダーラマの職位に任じられ，ますます宗

教的に大きな影響力を持った（注36）。その後，6

世はトゥメド輔国公からシラムレン地域の広大

な牧場を手に入れ，シラムレン河辺に普会寺（シ

ラムレン・ジョー）を築き，そこに 100 戸余り

の「黒徒」を配置して，いわゆる「政教一体」

の 体 制 を 形 成 し た と い う［ 克 什 格 1998a, 

193］（注37）。なお，シラムレン一帯は，帰化城

将軍衙署の管轄下に置かれ，このような独自の

体制は 20 世紀初めまで維持された。しかし，

清末に内モンゴル西部で大規模な開墾が始まっ

た後，1920 年前後，トゥメドの有力者によっ

てシラムレン一帯の開墾が進んだ［中国人民政

治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史

資料研究委員会 1997, 453］。そのため，ちょうど

オラーンチャブとバヤンタラ盟（トゥメド旗）

のあいだに位置するシラムレン地域は，武川県

のなかに埋没しつつあった。

かねてより中華民国では，内モンゴルの仏教

改革が議論されてきたが，1931 年 6 月 15 日に

国民政府は「蒙古喇嘛寺廟監督条例」を公布し，

寺院の「黒徒」をすべて解放することや，仏教

寺院を蒙藏委員会の監督下に置くこと，喇嘛印

務処を廃止するなど仏教寺院に介入する方針を

示した［行政院秘書処 1931, 492-493］（注38）。この

ような閉塞した状況のなかで，シレート・ジョー

の僧侶のサムダンらが中心となり，1931 年に

蒙藏委員会に対して開墾停止を訴え出たという。

なお，サムダンは，トゥメド右旗出身であり，

9 歳のときに出家してシレート・ジョーの僧侶

になった後，シレート・ホトグト 10 世（注39）の

世話係として，青海タール寺に同行し，そこで

学位を取得した経歴を持つ。サムダンは 1919

年にフフホトに戻った後，シレート・ジョーで

役職に就いた。その後 1933 年に国民党に加入

し 1934 年蒙政会に参加するとともに，1936 年

にシレート・ジョーにおいてダー・ラマという

職位に就いた。1937 年に蒙古聯盟自治政府が

成立すると，サムダンはオラーンチャブ盟公署

参事となる［中国人民政治協商会議・内蒙古自治

区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員会 1997, 461-

463］。以上のような経緯を経てサムダンは，蒙

古聯合自治政府に対してシレート旗の設立を主

張するに至ったと考えられる（注40）。

シレート旗代表が会議に提出した「シレート・

シャビ旗のジャサグ・ラマたちが述べた件」（「大

会議事録」39-40 ページ）は以下のとおりである。

　 査すれば，このシレート・ジョーの俗人のシャ

ビたちのアイマグ（注41）が経験した歴史や秩序

も数百年以上となった。大ハーンのハル・シャ

ビ［俗人の信徒］の多くは，召河［シラムレン・

ジョー一帯］シレート・ジョー［召］に暮らし，

この数十年の間，職業生活の上で阻まれ，さ

もなければ時勢の悪い影響により，フフホト
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の土地や和林，清水河，托克托県に分散して

暮らしたもの少なくない。成紀 732 年［1937

年］に，ようやく新政権［蒙古聯盟自治政府］

を樹立し，完成してから今まで，モンゴル民

族を再興する，あらゆるジャサグの政策を，

施行する国の基礎を，大きな事業に力を合わ

せ，また民族の友好・東アジアの恒久の平和

へと勢いよく歩みを進めているこの時期，［中

略］シレート・ジョーのハル・シャビを一つ

の場所に集めて組織し，旗を建立し，国の基

本の堅固な力を拡大・増加させ，旗民の便益

とモンゴル民族を再興する，大シレート・

ジョーの蒙民の幸せを望んだことである［後

略］。

以上からは，清代以降もシラムレン一帯，お

よびフフホト周辺において，仏教寺院であるシ

レート・ジョーによる「俗人の信徒」（ハル・シャ

ビ）の統治が存続していたことがわかる。シレー

ト・ジョーのサムダンたちは，周囲に分散して

暮らす「俗人の信徒」を集めて，新たにシレー

ト旗を設立することを政府に求めたのである。

これらシレート・ジョーの案件を受けて盟は，

「本会議でいくら決定し協議しても，決定する

権利はまた，政府にあるため，臨時に施行させ

る方案（注42）を，本盟公署から決定し，試させて

いることを，すでに上に報告した」と述べ，現

在政府内で検討中であると述べている（「大会

議事録」14 ページ）。その後の経過から，1941

年頃，政府は正式にシレート旗の設置を許可し，

サムダンが旗長に就任したようである。

サムダンたちが，この時期にオラーンチャブ

盟に旗設立を求めた理由は不明であるが，いく

つかの要因が考えられる。まず，彼らがシラム

レンの開墾をめぐってトゥメドの有力者と対立

していたことが指摘できるだろう。また，蒙疆

政権ないし，日本側にとって，チベット仏教の

宗教的権威をもちいて，治安が不安定な同地域

のモンゴル人を把握できる利点があった。さら

に次の開墾地の事例でも検討するように，オ

ラーンチャブ盟は，武川県の盟への帰属を求め

ていた。その武川県内部にシレート旗を設置す

ることは，モンゴル側の反発を緩和させる意味

を持っていたのかもしれない。このようにシ

レート旗の設立は，サムダンとオラーンチャブ

盟の王公，そして蒙疆政権側の思惑が一致した

ことで可能になったと推察される。

4．県（開墾地）に対する権利回復の要求

つぎに民政部会において「オラーンチャブ盟

七旗」の代表らが提出した土地問題にかかわる

案件について検討したい。なお，先述したよう

に，この「七旗」とは，オラーンチャブ盟六旗

にシレート旗を加えたものである。会議のなか

で各旗は土地問題に関する議案を多数提出した

が，そこで各旗は開墾地（県）における諸権利

の回復を求めていた。その代表的な議案として

下記の「七旗の総意」を取り上げることにした

い。

　 蒙古聯盟自治政府を創設してから，オラーン

チャブ盟を創設する前に，武川，固陽，安北

県三県を，臨時にバヤンタラ盟に管轄させる

と宣言したことは，政府の帳簿，および本盟

公署の上奏文を査すれば，一つひとつ明らか

であり，明確に知らせなくても上の会議で議

論している。［中略］今，本盟公署を創設し，

三年たつまでに明確な指令により分割して，
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特別に管理させていない。［中略］このため

特別に管轄下の三県を本盟に返還させ，管理

させることと，包頭，五原，臨河三県の境内

の得るべき土地の権利を取り戻すことを，本

盟より処理させて回収させるよう判決し，布

告を下し，盟公署，および旗のあいだで経費

を十分足りるようにさせ，政治と教育，およ

び，治安部隊すべての振興を図り，他の盟と

同じく平等にさせ，皆の望みを実行させるこ

とを，強く望んで請願し，奉じ知らせよう。

ゆるされるならば上級の会議の王公，官吏さ

ま，大いに照覧し，政府にお伝えし，早期に

判決・決定してくださるだろうか。このため

上奏する。（「大会議事録」45-46 ページ）

下線部分の武川，固陽県は，先述したように

オラーンチャブ盟の開墾地を含むものの，蒙疆

政権下においてバヤンタラ盟に編入された開墾

地である。また，安北県は，蒙疆政権下でオラー

ンチャブ盟の所属とされたが，モンゴル側が主

張するように旗の実行支配が及ばなかったとみ

られる。これら三県は，オラーンチャブ盟のす

べての旗にかかわる開墾地であり，広大な面積

を占めていた。この問題に加えて「七旗」は，

オラド三旗の開墾地を含む「包頭，五原，臨河」

県内の「得るべき土地の権利」，すなわち賃借

料等の回復も要求している（「大会議事録」45-47

ページ）。なお，包頭の領域は，オラド西公旗，

東公旗の開墾地を一部含むものの，オラーン

チャブ盟から分離され，1939 年以降バヤンタ

ラ盟に所属していた。また五原，臨河県は，国

民政府統治下（イフジョー盟）にあり，権利回

復は難しい状況にあった。しかし，モンゴル側

にとって，開墾地における地租や税は大きな収

入源であり，これらを徴収する権利を維持，ま

たは回復することは旗の存続のために非常に重

要であった。

以上の問題は，清代以降，旗や盟の領域をま

たいで開墾が行われ，そこに県が設置されたこ

とが発端となっていた。つまりモンゴル人の居

住地域である盟内部に広大な開墾地を抱え込ん

でいたといえる。これに対し蒙古聯盟自治政府

は，従来の綏遠，察哈爾省を廃止して，盟の制

度を採用したが，盟の領域を超えた開墾地（県）

を，どのように処理するかについては，解決策

を持たなかった。また，盟をまたぐ開墾地（県）

の帰属が定まらないことは，盟の領域や境界線

が確定しないことを意味していた。

そのことは，下記の旗に対する盟の返答「協

議して決定したこと」にも表れている。

　 この事情は，何度も旧政府［中華民国］，お

よび新政府［蒙疆政権］に知らせたことは，

すべて公文書にある［とおりである］。いまま

で特別に批准し，指示してこなかったため，

一方で上に再び知らせて，第二に旗の皆が自

ら各自行なえばよい［行なうべき］事項にま

ず取り組んで実行して欲しい。（「大会議事録」

47 ページ）

以上のように盟は返答し，ここで議論はいっ

たん終了することとなった。

Ⅴ　蒙古聯合自治政府と盟の立場

これまで検討した議案は全体の議論の一部に

すぎないが，「大会議事録」からは，ジャサグ

達が清代以来の秩序に基づく，ジャサグの制度
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や領域の維持や回復を求めていたことが理解で

きるだろう。会議の終盤に，蒙古聯合自治政府

を代表して，民政部部長のソンジンワンチョグ

は，オラーンチャブ盟と旗に対して，具体的な

「指示」を出した。この「指示」のうち，本稿

と関連する部分を抜粋して下記に示すことにし

たい。

　・ 漢人の耕作地から耕作料を増やして取り，

それを旗の公費に入れさせるという請願項

目を，本盟公署から，公文書によって，こ

の［民政］部に知らせれば，まず審議して

決定する。（「大会議事録」93 ページ）

　・ 武川，安北，固陽三県をオラーンチャブ盟

に戻して欲しいという請願項目を，前回，

副盟長，民政庁長，参事官たちから，すで

に聞いている。この項目は，漢人をどのよ

うにして管理し，またバヤンタラ盟をどの

ようにして処理するか，また，［三県を］

あなた方の盟に入れたら，その行政を実行

するさいに，どのように処理すればよいか，

非常に重要な事項である。［中略］本［民政］

部は，まず早急に多くの部門とともに協議

できる範囲のなかで決定しようと考える。

我が［民政］部は，多くのみなさんの考え

たように処理しようと考えても，また軍隊

や多くの関係する土地と関連があるため，

これを判定し，処理するさい，かなりの日

時が停滞することは間違いない。これをあ

なた方の多くが，また非難しないことを望

んでいる。（「大会議事録」93-94 ページ）

　・ シレート・ジョーのシャビナル［信徒］を

本盟に入れさせること［中略］，本盟公署

がそれらを解決する方法を審議，調査して，

本部［民政部］に公文書によって知らせれ

ば，すぐに解決しよう。（「大会議事録」95ペー

ジ）

　・ 昨日，第二回会議を開催したさい，皆さん

が提議した，ジャサグ旗［の制度］を変更

しないという項目は，すでに最初の日の会

議で，本官吏より教書に表明したごとく［で

あり］，政府は，これを変えようとは考え

ていないほか，またジャサグ旗を良くさせ

ることを望んでいるため，これを疑わない

で欲しい。（「大会議事録」95-96 ページ）

このようにソンジンワンチョグは，政府の方

針として，シレート・ジョーの問題について盟

側が解決方法を示せば，解決する用意があると

述べている。しかし，開墾地に関しては，具体

的な解決策を示すことはなく，軍との折衝が必

要であると述べるにとどまった。また，ここで

はジャサグ制度を維持しつつ，改善していくと

いう立場を再び表明した。

続いて，オラーンチャブ盟公署が「教書」を

提出し，盟の具体的な方針を示した（注43）。その

一部は以下のとおりである。

　 ［前略］いくつかの旗は，過去の古いジャサ

グの権利があった時代，［旗は］このように

毎年集めるべき土地の賃借料を完全に集める

ことができず，いくらかの土地の漢人農民た

ちは，最初の民国政府（irgen jasaG）の時代に

決定した権利を笠に着て，毎年の賃借料を数

通り与えない［など］多くの言い訳を述べ，

月日が過ぎ，数年，数十年賃借料を与えない。

このような状況はいくらでも多くある。ただ，

その時代，旗衙門，およびモンゴル人民たち
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は土地の権利を完全に失い，取り返す方法や

力は無く，容認し続けてきたのである。現在，

日本帝国の力で援助した，寛大な施しにより，

我がモンゴル政府を設立して，民衆の生活を

改善させようと，努力し，処理しているため，

現在自ら気にとめて，この機に解決すればよ

いのではないだろうか。そのため現在本公署

より，各旗の土地権利，および全項目の，年

に入る賃借料や税金を，完全に旗に戻し，得

させることを心にとどめて考えている。［中

略］もし許諾して，派遣した官吏たちが所属

する旗に至るならば，すべての土地や農地の

開墾地の帳簿などを完全にすべて，提出・閲

覧させ，審議・記録させ，今後，土地権利を

取り戻し，処理することを容易にさせる必要

がある。（「大会議事録」103-104 ページ）

以上からは，清朝，中華民国時代を経て，オ

ラーンチャブ盟の各旗が，県（開墾地）から賃

借料や税金を十分に徴収できない状況であった

ことがわかる。これに対して盟公署側は，不当

な立場に置かれた旗の窮状を訴えるとともに，

日本の支配を軸にして，土地にかかわる諸権利

を調査し，取り戻そうと述べるなど，一歩踏み

込んだ主張をしていた。しかし，これまでみて

きたように，この会議において政府は，オラー

ンチャブ盟の王公らが求めた要求のうち，ジャ

サグ旗の制度の維持は約束したものの（注44），旗

の土地にかかわる権利の回復は，事実上棚上げ

にしていた。それゆえ会議の内容は，旗のジャ

サグらにとっては不満の残るものとなったと考

えられる。

Ⅵ　 オラーンチャブ盟における混乱 
―王公らの離反―

会議の後，1941 年夏にオラーンチャブ盟で

は，シャラブドルジが盟長に昇格し，バボード

ルジの長子リンチンセンゲが副盟長に就任して

いる。しかしその後オラーンチャブ盟の各旗で

は，ジャサグの離反や傅作義の攻撃などさまざ

まな事件が立て続けに起こった。

まず，モーミンガン旗では，第 10 代ジャサ

グのチメドリンチンホルロー（1910-1942）が，

モンゴル人民共和国と連絡を持ったという嫌疑

を受け，1941 年冬に百霊廟特務機関（注45）の浅香

四郎によって監禁される事件が起きた。1942

年 6 月 2 日，監禁中のチメドリンチンホルロー

は拳銃で自殺してしまう［孫 1997, 159-163］。当

時モンゴル人のあいだでは日本側がジャサグを

暗殺したという見方も強く［札奇斯欽 1993, 98］，

ジャサグの死は，モーミンガン旗を二分する争

いを引き起こした。これらは，翌1943年3月ジャ

サグの第二夫人エリンチンダライの率いる隊列

が，「密告者」のメイレン（梅林：旗の官職）を

殺害し，国民政府側へ逃走する事態へと発展し

た（注46）。

また，1942 年にダルハン旗ではジャサグの

ツェスドバルジュル（1908-1947 ？） の指示のも

と，旗の兵士が百霊廟特務機関［百霊廟分駐所］

に夜襲を仕掛け，さらに 1943 年には日本との

内通者をとらえ，浅香四郎と対立するという事

件が起こった［金海 1997, 100-101］（注47）。

この事件について，当時モーミンガン旗顧問

であった今村陽輝は，事件の具体的な記述は避

けながらも，以下のように記している。「盟公

24-08-405_034-論文-広川さま.indd   5324-08-405_034-論文-広川さま.indd   53 2024/12/05   15:31:072024/12/05   15:31:07



54

署のお膝下のダルハン旗では昭和 17［1942］年

と昭和 18［1943］年春とつづいて大きな事件が

起こった。この事件は盟長ダルハン旗出身サラ

バトルジ［シャラブドルジ］，副盟長中公旗出身

リンチンツンゴオ［リンチンセンゲ］（林泌僧格）

両氏の進退にも及ぶ問題であった」。さらに今

村はこれらの事件について，「昭和 18［1943］

年春の事件は盟長，副盟長が北京にゆき，不在

の事件ではあったが，盟長サラバドルジベール
［シャラブドルジ貝勒］は退いた」と記している
［今村 1975, 194-201］（注48）。

今村の証言を裏付けるように，オラーンチャ

ブ盟では盟長が交代し，1944 年 6 月，オラド

中公旗ジャサグのリンチンセンゲが盟長（蒙古

軍第 6 師師長を兼任）に就任し，また息子のショ

ンノドンロブ（雄諾東日布：1920-1949?）も第 6

師師長団長に就いた。当時リンチンセンゲはこ

れらを祝賀して，6 月（農暦 7 月 20 日）に百霊

廟南方にチョグト・オボー（オボー：石や木材

を積み上げた建造物）を設立し，盛大な大祭を

開催したという［吉林太ほか 2017, 887-888］（注49）。

しかし，大祭を終えてリンチンセンゲとバボー

ドルジらが王府に戻った夜，傅作義がそこへ襲

撃を仕掛けたのである。傅作義は，2 人とその

家族を国民党の支配下にある陝壩鎮へ連れ去り，

軟禁状態に置いて監視し，その状態が日本敗戦

まで続いたという（注50）［吉林太ほか 2017, 884-898］。

徳王は，『徳王自伝』のなかで，盟長リンチン

センゲの軟禁事件について一言も言及していな

いが，蒙疆政権にとって大きな衝撃であったこ

とは間違いない。

以上みてきたように，1930 年代後半から

1940 年代にかけて国民党支配地域と接するオ

ラーンチャブ盟各旗では，徳王政権，ならびに

盟公署の統治を足元から揺さぶるような事態が

何度も生じた。結果的にオラーンチャブ盟では，

7 旗のうち 5 旗（オラド三旗，ダルハン旗，モー

ミンガン旗）が混乱状態に陥った上に，盟長ま

でもが不在となり，そのまま終戦を迎えたので

ある。

Ⅶ　まとめ―蒙疆政権における盟―

本稿では，オラーンチャブ盟を中心に，蒙疆

政権時代における盟旗制度について，領域と

ジャサグの権限に注目しつつ検討してきた。盟

は，モンゴル遊牧地域において，移動して暮ら

すモンゴル民族の動態に沿った組織であった。

しかし漢人の移住と農耕化や省県の設置により，

モンゴル人の移動は徐々に固定化され，20 世

紀前半に至って，内モンゴルの盟の枠組みは解

体が進みつつあった。また同時に，旗を支配し

てきたジャサグ（世襲王公）らの権限も弱体化

していた。そうしたなかで 1920 ～ 30 年代の内

モンゴルでは，王公や知識人らが，盟と旗をど

のように「近代的」な組織に再編するか模索し

たが，一方で変化を望まない王公も存在してい

た。

1930 年代，内モンゴル西部において，徳王

らは国民政府に省の廃止を求めて自治運動を展

開した。その後，徳王らは，日本の支配下に入

り，蒙疆政権を成立させ，ここで新たに盟公署

を設置することで，省の支配を取り払い，モン

ゴル人の支配を強化しようとする。しかしもと

もと盟は組織的実態がない組織であり，これを

どのように運用していくかは手探りの状況で

あった。本稿において検討したように，蒙疆政

権下のオラーンチャブ盟において，盟の上層部
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は王公らが占め，盟と旗は一体化した状態でも

あった。「大会議事録」からは，オラーンチャ

ブ盟各旗のジャサグや代表たちが，清代の枠組

みに沿って，領域や，ジャサグの制度を維持し

ようとしていたことがわかる。これに対して蒙

疆政権は，ジャサグ旗の維持を認め，さらにシ

レート旗の設立を容認した。しかし従来からく

すぶり続ける開墾地（県）の帰属や管轄の問題

は解決には至らなかった。このことはジャサグ

の制度を維持したとしても，それを支える盟旗

という領域が足元から崩れつつあったことを示

している。また，当時の日本側の方針や国民政

府の攻勢は，オラーンチャブ盟各旗における内

部対立や，蒙疆政権からの王公の離反をさらに

助長したと考えられる。

本稿でみてきたように，蒙疆政権では，モン

ゴルの伝統的組織である「盟」に新たな機能を

持たせようとしたが，盟の領域や支配体制は構

築の途上にあり，その内実は不安定であった。

しかし，蒙疆政権期における盟は，徳王らの省

の廃止を求める自治獲得運動や，旧来の世襲制

度や権限の維持を求めるジャサグ（世襲王公）

の存在，そして日本側による盟旗制度の利用な

ど，あらゆる活動が重層的に合わさり，実現し

たものである。加えてこの時期，中国の「省」

に代わる機構として措定された盟は，モンゴル

側にとって，「モンゴル」という枠組みを維持

するという意味で，重要な存在であった。それ

ゆえ，盟はその実態よりも，理念や枠組みが何

よりも重視されたといえよう。

1945 年以降，内モンゴルの盟と旗の枠組み

は，廃止と統合，そして再編を繰り返している。

これらは 1920 ～ 30 年代と同様に，支配者によ

る，モンゴルの「自治」を縮小しようという意

図の現れでもあるが，一方でそこに盟を維持し

ようというモンゴル民族の意識や「抵抗」を見

出すこともできよう。

中華人民共和国成立後に設立された現在の盟

は，「地級行政区」に位置づけられ，さらに「地

級市」（省と県の中間とに位置づけられる）への

変更が進み，風前の灯である。本稿ではモンゴ

ルの伝統的な遊牧社会が残るオラーンチャブ盟

について検討したが，漢人移住者の多い地域（バ

ヤンタラ，チャハル盟）ではまた異なる展開が

みられたと考えられる。さらに中華人民共和国

において，現在に至るまで，盟をどのように位

置づけてきたか考察することも今後の課題であ

る。

（注 1） ソ ン ジ ン ワ ン チ ョ グ（1886-1948）：
1916 年シリンゴル盟ホーチド左旗ジャサグ，チャ
ハル省政府委員，百霊廟蒙政会参加，1939 年民
政部部長，1942 年興蒙委員会委員長，シリンゴ
ル盟盟長，シリンゴル盟警備師師長，1945 年 11
月以降，内モンゴル自治運動聯合会に参加，
1946 年シリンゴル盟民主政府盟長，1947 年 5 月
内モンゴル自治区人民政府参事庁長［格日勒 
1989, 157-165］。人物略歴は特に明記しない限り，
蒙疆新聞社［1941］，中国人民政治協商会議・内
蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員
会［1997］を参照した。
（注 2） 内モンゴル東部では，満洲国成立後の

1932 年以降，ジリム，ジョソト，ジョーオダ盟
にかわり興安（四）省が設置されたが，モンゴ
ル人が主体であり，1945 年以降は再び盟となる

［広川 2005］。
（注 3） たとえばモンゴル帝国時代，モンゴル

の王族や重臣が集まり，重大事件を協議した最
高議決機関を「クリルタイ」といい，『集史』（ペ
ルシャ語）やモンゴル語資料では qurilta と記さ
れる［赤坂 2022, 20］。
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（注 4） 2024 年の時点ではシリンゴル盟，ヒ
ンガン盟，アラシャ盟に「盟」という名称が残り，
それ以外の盟は市に改編されている。本稿で取
り上げる旧来のオラーンチャブ盟は，20 世紀以
降，数度にわたり再編され，現在はオラーンチャ
ブ市，バヤンノール市，包頭市に分割され，ほ
とんど原型をとどめていない。
（注 5） 蒙疆政権に関する数少ない刊行史料と

して，朱［2018a］があり，蒙疆政権期のバヤン
タラ盟公署，およびフフホト市公署の日本語・
漢語文書が含まれている。同書と朱［2018b］は
表題が異なるが，内容は同一である。
（注 6） 清朝時代，ジャサグは基本的に世襲で

あったが，嫡子のいない場合には承襲条例に基
づき，次の承爵者を盟長に申請し，つぎに理藩
院の審査を経て，清朝に承認された。［田山 
1954, 239- 243］。
（注 7） たとえば，清末，ジリム盟ホルチン右

翼前旗のオダイ（烏泰）は襲爵をめぐって争い,
また同時に借金を重ねたため，旗内の土地を開
墾したことで知られている［田・馮 1991, 63-70; 
中見 1976］。また，橘［2011］でも，辛亥革命
前後，モンゴル地域におけるジャサグ襲爵をめ
ぐる争いが取り上げられている。
（注 8） 田 山［1954, 245-247］， 岡［2007, 91］

によれば，内モンゴルの盟長の任務は，盟会の
開催，盟内の軍備の点検と演習の実施，兵丁の
戸籍作成，訴訟事務の処理であるが，近代にい
たる盟長の任務の変化については不明な点が多
い。
（注 9） 清代のトゥメド旗内には，帰化城と綏

遠城が置かれたが，民国成立後に帰化県が成立
し，その後帰綏県に合併される。日本の占領後，
帰化，綏遠，帰綏などの地名は廃止され，1937
年末，旧帰綏県には巴彦県が成立し，また，綏
遠城と旧帰化城を合わせて厚和（厚和豪特＝フ
フホト）市とした［朱 2018a, 17-18］。1938 年 8 月，
巴彦県と厚和市は合併され，厚和特別市が成立
する。

（注 10） 武川庁はおもに周囲の開墾地と四子
王旗，モーミンガン旗，ダルハン旗の漢人村落
を管轄し，民国成立後に武川県となる。1919 年
モーミンガン旗の開墾地は，固陽設置局へ移管
された［周 1994, 200, 281］。蒙疆政権期の武川
県は，トゥメド旗，四子王旗，ダルハン旗の開
墾地をその範囲とした。
（注 11） 五原庁は，周囲の開墾地とオラド三

旗の開墾地を管轄し，1915 年五原県となる。綏
遠墾務総局は，1925 年に五原県内の東部（オラ
ド西公旗の開墾地），包頭設置局と固陽県の一部
に大余太設置局（1931 年安北設置局）を置いた。
これと同時に五原県西部（オラド中公旗の一部）
に臨河設置局（1928 年，臨河県）を設置する。
なお，五原，臨河県は，イフジョー盟所属の旗
の開墾地も含むなど複雑な状況であった［周 
1994, 200-201, 279-281］。
（注 12） 両墾務総局は 1928 年廃止され，綏遠

墾務総局 7 分局へと再編された。第 1 分局（薩
拉斎），第 2 分局（武川），第 3 分局（包頭），第
4 分局（固陽），第 6 分局（臨河），第 7 分局（集
寧）であり，現地では分局が開墾を進めた［蒙
古聯合自治政府地政総署土地制度調査室 1941, 
10-13］。
（注 13） 包頭鎮は，薩拉斎県に所属したが，

1923 年そこへ包頭設置局が設立される。同設置
局は，トゥメド右翼旗，オラド西公旗，東公旗，
ダラド旗から分割された土地を管轄し，1926 年
包頭県となる。蒙疆政権期は，1938 年に包頭市
となり，バヤンタラ盟に所属する。［周 1994, 
276-277］。
（注 14） なお，旧チャハル部所属のチャハル

右翼四旗は，チャハル部から切り離されて綏遠
特別区に編入されている。
（注 15） 「蒙古盟部旗組織法」では，「蒙古各

盟および各特別旗にして省に関連する事件があ
るときは，該省政府と商議の上これを処理すべ
し」（第 6 条）としたほか，「蒙古各旗は現在所
属の盟に隷属し県に関連せる事件あるときは，
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該県政府と商議の上これを処理すべし」（第 7
条），「盟長，副盟長，備兵札薩克，幇辦盟務の
任用規定は命令を以てこれを定める」（第 13 条）
と規定している［光 2001, 21-24］。
（注 16） なお，この問題については，すでに

森［2000, 45-46］や，烏力吉陶格套［2007, 155］
において指摘されている。
（注 17） 司法に関して，従来モンゴル地域で

は，旗衙門が司法を管轄したが，ダルハン旗で
は民国期も基本的に変化はなかったという。し
かし四子王旗では，清末民初以降，開墾と移民
が進み，モンゴル人と漢人のあいだでしばしば
争いが生じた。旗内の紛争案件については，旗
衙門が直接受理・採決したが，被告が漢人の場
合は省が決裁するか，あるいは省が原告と被告
を召集し，双方の官員が協議の上解決したとい
う。また軍事について，清代，オラーンチャブ
盟各旗にはジャサグの指揮下に「兵丁」が置か
れたが，清末から民国にかけて，開墾地拡大や
自然災害などによりその数は大幅に減少する。
ハルハ独立運動を経て，四子王旗では「匪賊」
が横行したため，旗衙門は保安隊を組織し，治
安維持にあたった。このような状況は内モンゴ
ル各地でみられ，1930 年の「蒙古会議」では盟
旗の審判制度の改革が議論され，蒙旗保安隊の
編成が定められた［中国人民政治協商会議・内
蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員
会 1997, 29-30, 139; 烏力吉陶格套 2007, 158, 165-
169］。
（注 18） 徳王は，これら旗内に設置された県

をそのまま温存し，モンゴル人と漢人が混在し
ている地域では，「蒙漢分治政策」（いわゆる属
人的支配）を採用したと述べている［ドムチョ
グドンロプ 1994, 200-202］。これらの経緯につい
ては，札奇斯欽［1993, 39］，二木［2021, 157-
158］でも言及されている。
（注 19） モーミンガン旗とオラド東公旗の開

墾地に 1919 年固陽設置局が設置され，1926 年
に固陽県となる［綏遠通志館 2007a, 121-122］。

（注 20） 中国人民政治協商会議・内蒙古自治
区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員会［1997, 
435］は，出産の時期を 1938 年農暦 3 月とするが，
これは誤りと考えられる。
（注 21） シャラブドルジ（1896-1949）はダル

ハン旗出身，旗内閒散王公（陶高）の弟の子。
1909 年固山貝子の爵位を得て，1922 年協理とな
り，1933 年 7 月百霊廟会議に参加する。1938 年
盟公署副盟長，1941 年盟長，1944 年盟公署烏盟
保安蒙古騎兵師師長，1949 年病死。
（注 22） ヨンドンワンチョグは，1931 年に職

務多忙を理由にジャサグを退任し，弟のゲンデ
ンジャブが襲爵した［中国人民政治協商会議・
内蒙古自治区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委
員会 1997, 122; 綏遠通志館 2007b, 574］。また，
バボードルジは，1931 年に病気を理由にジャサ
グを退任している［綏遠通志館 2007b, 566］。
（注 23） この点については，金海・賽航［2011, 

551-552］でも指摘され，ジャグチド・セチンは，
百霊廟時代の「石王（シラブドルジ）事件」を
鑑みて，「盟公署官制」ではジャサグ，総管，県
長に対する，盟長の支配権力が強調されたとす
る［札奇斯欽 1985, 49］。また，金海・賽航［2011, 
551-552］は，「盟公署官制」の公布年月を 1938
年 7 月とするが，同時代の資料である ［蒙疆聯
合委員会 n.d., 113］によると，公布年月は 8 月
であり，1939 年 9 月に改正されている。
（注 24） その後 1939 年 9 月「盟公署官制」に

より民政，警務，勧業庁に変更された。
（注 25） メルゲンバートル（1903- ？）は，ド

ブチン，または宝道新。興安南省ジャライド旗
出身，黒龍江省法政専門学校卒業，オラーンチャ
ブ盟民政庁事務官文教科長，会計科長。徳王に
よって中央からオラーンチャブ盟に派遣された
人物である。
（注 26） なお，盟公署各科の科長には，中央

から内モンゴル東部出身の非王公出身者が配属
されていた。前述のドブチンのほか，ウネンバ
ト（1911- ？，ハラチン中旗出身，南京蒙藏学校
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卒業後，オラーンチャブ盟民政庁地方科長），トゥ
メンジャルガル（1902- ？，興安南省出身，オラー
ンチャブ盟勧業庁事務官，同実業科長），ブリン
ボヤント （1890- ？，ハラチン中旗出身，同旗官
学堂卒業，オラーンチャブ盟公署官房秘書官庶
務科長代理，日文書記）である。
（注 27） 政府は「盟公署官制」（教令第 12 号）

を公布し，各盟公署に民政，警務，勧業各庁を
置いた［蒙疆聯合委員会 n.d., 116］。
（注 28） �laGancab-un ciGulGan-u alban yamun

［1940］。
（注 29） リンチンセンゲ（1898-1952）はオラ

ド中公旗ジャサグ，バボードルジの長子。百霊
廟蒙政会委員，蒙疆政権時代，オラーンチャブ
盟総務庁長等，1941 年盟長兼オラド中公旗ジャ
サグ，1944 年蒙古軍第六師師長。1944 ～ 1949
年オラーンチャブ盟盟長。日本敗戦後は，徳王
の自治運動に参加し，1949 年蒙古自治政府政務
委員会教育署署長，1950 年オラーンチャブ盟人
民自治政府成立後，同政府副主任，綏遠省人民
政府参議を歴任。
（注 30） オラーンチャブ盟の日本人官吏（事

務官）として萩原正三が会議に出席していた。
萩原は 1934 年 3 月大阪外国語学校本科卒業，満
洲航空株式会社を経て 1937 年以降，蒙古聯盟自
治政府顧問部補佐官，興蒙学院教官，1941 年駐
蒙軍司令部教育部隊教官，同教授。
（注 31） この文脈における「大モンゴル国」

が何を指すかは不明である。なお，「大モンゴル
主 義 」 も し く は「 汎 モ ン ゴ ル 主 義 」（Pan-
Mongolism）とは，ロシア，中国，ハルハに分
かれて暮らすモンゴル民族を統一し，「大モンゴ
ル国」を再興する運動を意味する。
（注 32） シレート旗の位置については，克什

格［1998a］，孟克徳力格爾［2009］および，中
国人民政治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察布盟
委員会文史資料研究委員会［1997］所収の「席
勒図旗全旗地理図」（成紀 735［1940］年）, 二木

［2021］を参照されたい。

（注 33） 広覚寺は，現在の包頭市東河区に位
置し，清代に建立され，学問寺として有名であっ
た。広大な寺領地を有したが，とりわけ民国時
期に開墾や鉱山開発が進んだ［呼和巴雅爾 
1997］。
（注 34） 中国人民政治協商会議・内蒙古自治

区烏蘭察布盟委員会文史資料研究委員会［1997, 
443, 463］は，旗の設置を 1940 年とするが，克
什格［1998a, 196］では，1941 年に蒙疆政権の
批准を経てシレート旗が成立したとする。また，

「大会議事録」の冒頭（17 ページ）では，参加
者として「シレート・ジョーのジャサグ・ダー
ラ マ の 代 理 サ ム ダ ン（siregetU juu-yin jasaG da 

lama-yin tOlUgelegci samdan）」と記され，「大会
会議録」中では「シレート・シャビ旗」と記さ
れる。
（注 35） 17 世紀末，康熙帝がオイラトのガル

ダンを討伐したさい，シレート 4 世はその功績
を認められ，シレート・ジョーに延寿寺の名前
が授けられた。シレート・ジョーの歴史につい
ては，楊・雲［2006］に詳述されている。
（注 36） ジャサグ喇嘛制度については，池尻

［2013］を参照されたい。
（注 37） 清代以降，黒徒らは，シラムレン・

ジョー以外のシレート・ジョーの属廟などにも
所属していた。黒徒は，トゥメド旗人が 4 割以
上を占め，ハルハ由来で 6 世を護衛したものが
3 割，その他，各盟旗王公が送って来たものが 2
割余りであった。旗の人口は，1946 年当時 2086
人を数えた［克什格 1998b, 218］。
（注 38） この「蒙古喇嘛寺廟監督条例」は，チ

ベット仏教寺院に介入する内容であり，チベッ
ト仏教界に少なからぬ衝撃を与えたと考えられ
るが，その後，大幅に改訂され，「管理喇嘛寺廟
条例」として 1936 年 12 月に公布される［光 
2001, 58］。
（注 39） シレート・ホトグト 10 世（吉格米徳

尼瑪）は 1936 年青海タール寺の属廟に滞在し，
そ こ で 1941 年 に 亡 く な っ た［ 克 什 格 1998a, 
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202］。
（注 40） サムダン（1892-1974）は，シレート

旗の旗長に就任後，ジャサグ・ラマであったノ
モンダライの逝去により，1942 年にジャサグ・
ラマに選ばれた。1947 年共産党に加入し，1950
年副盟長となり，1962 年内モンゴル自治区仏教
協会会長等を歴任。なおシレート旗は，1945 年
廃止され，1949 年トゥメド旗第 7 区となるが，
1954 年オラーンチャブ盟ダルハン・モーミンガ
ン旗に編入される［克什格 1998a, 204; 1998b, 
228］。
（注 41） アイマグ（ayimaG）は，モンゴル語で

「盟，部，部族」を意味する言葉であるが，田山
は，ポズドネエフ［1908, 543］を参照して「ラ
マ旗では，活仏・呼図克図等の住む寺院を繞る
特殊な区域をアイマクと呼んでいる。寺廟のア
イマクは，僧侶の共同住居地区とも云うべきも
のである」と記している［田山 1954, 186-187］。
（注 42） おそらくこの「方案」は，「大会議事録」

に含まれる「オラーンチャブ盟に属するシレー
ト・ジョーの民衆を慰問し，実行させる行政の
臨時実施制度」（「大会議事録」41-43 ページ）に
該当すると考えられ，ここではジャサグ・ラマ
が旗を統括する方針が示されている。
（注 43） このほかに「教書」では，官房関連

について，①ジャサグ制度の改善，②日本語・
モンゴル語・漢語に精通する人物を公署に採用
すること，③盟と県旗の連合・友好関係に言及し，
民政関連では，①土地問題，②駅站の設置，③
旗内の調査事項等に関する方針が示された。
（注 44） その後の経緯であるが，1940 年 8 月，

「蒙古会議」（張家口）において，日本側がジャ
サグ旗制度の存続を約束した後，1943 年 7 月に
政府は「旗官制」を公布した。［ドムチョグドン
ロプ 1994, 297-298; 金海 2009, 120-121］。
（注 45） 幽 経［1985, 88-90］ に よ る と，1936

年関東軍は蒙政会の指導のために百霊廟特務機
関を設置したが，綏遠事件により消滅した。そ
の後厚和特務機関が成立した後，出先機関とし

て百霊廟分駐所が設置され，1943 年 8 月駐蒙軍
情報部厚和（百霊廟）支部となる。幽経虎嵒は，
1939 年豊橋陸軍予備士官学校を卒業後，後方勤
務要員養成所（陸軍中野学校の前身）を経て，
駐蒙軍においてチベット仏教工作に従事し，
1944 年百霊廟分駐所所長，1945 年春駐蒙軍情報
部徳化支部長となる。
（注 46） アジア歴史史料センター所蔵の「茂

明安旗叛乱事件ニ関スル件」には，「3 月 3 日頃
烏蘭察布盟茂明安旗保安隊約 30 名ハ旗有力者梅
林「チョクト」ヲ謀殺シタル上コヨウ［固陽］
県西北方に蟠踞スル八路軍遊撃隊ニ合流セル趣
ナルガ…」と記されている［JACAR 1943］。一方，

［中国人民政治協商会議・内蒙古自治区烏蘭察布
盟委員会文史資料研究委員会 1997，285-286］は，
翌年（1943 年）に第二夫人のエリンチンダライ
が傅作義の側につき，陝壩（現ハンギン旗）に
旗臨時政府を設立し，そこで代理ジャサグとなっ
たと記す。
（注 47） 金 海［1997, 100-101］ は，1945 年 日

本が投降した後，ツェスドバルジュルが，モン
ゴル人民共和国の騎兵部隊の要請を受けて，
1946年秋ウランバートルを訪問したと記す。ツェ
スドバルジュルは，先代ジャサグのゲンデンジャ
ブの親族（タイジ）の子である。
（注 48） なお，金海［1997］は，チメドリン

チンホルローとツェスドバルジュルは，ともに
モンゴル人民共和国と接点があったと記すが，
その詳細は不明である。なお，青木［2022］は，
1920 年代前半にモンゴル人民政府がオラーン
チャブ盟で活動し，ダルハン旗王公らと接触を
図ろうとしていたことを指摘している。また，
エルドンバヤル［2008, 95-113］によると，1938
年頃モンゴル人青年らにより，フフホトで「蒙
古青年血盟党」が結成され，おもに内モンゴル
東部（満洲国）において活動したが，1941 年秋
以降日本軍の取り締まりを受け活動を停止した。
この事件からも，この時期に日本側のモンゴル
人に対する弾圧が相次いでいたことがわかる。
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（注 49） 当時百霊廟分駐長であった幽経虎嵒
は，このオボー祭りをモンゴル人に対する宣伝
工作の一環であったと後に回想録に記している。
回想によると，モンゴルには旗のオボーはある
が，盟のオボーはなかったため，駐蒙軍情報部
の許可を得て「オボー建設計画」により，オラー
ンチャブ盟公署が中心となり，内モンゴル最大
のオボーを建設する計画を立てた。幽経らは
1943 年秋から 1944 年春までオボーの建設に取
り掛かり，1944 年 6 月に盛大にオボー祭りを開
催したという［幽経 1985, 101-110］。
（注 50） 札奇斯欽［1985, 116］は，この事件

の背景には，リンチンセンゲ，およびバボード
ルジ親子と徳王の間に，王公の「断髪」（辮髪を
切ること）をめぐる対立があり，これを傅作義
が利用したと述べる。
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〈モンゴル語文献〉
�laGancab-un ciGulGan-u alban yamun 1940 . 

�laGancab-un ciGulGan-u nigedUger udaG-a-yin 

qosiGu ciGulGan-u jasaG jOblel-Un yeke qural 

jObleldUge-yi neyilegUlUn quriyangGuyilaGsan 

bicig .

（新潟大学人文学部教授，2023 年 8 月 30 日受領，

2024 年 3 月 8 日レフェリーの審査を経て掲載

決定）

24-08-405_034-論文-広川さま.indd   6224-08-405_034-論文-広川さま.indd   62 2024/12/05   15:31:072024/12/05   15:31:07



63

Abstract

Establishment of a New Administrative Office for 
the Ulaanchab League and Its Significance in the 
Mengjiang Regime

Saho Hirokawa

This paper examines the Mongolian league and banner system during the Mengjiang regime, 

focusing on the territory of the Ulaanchab League and the authority of the Jasag. Although the league 

was organized in line with the dynamics of Mongolian nomadic society, agrarianization and the 

establishment of provinces in Inner Mongolia led to the dismantling of the league’s territory by the 

20th century. In the 1930s, in Western Inner Mongolia, De Wang and his followers started a 

movement that opposed the Nationalist government and demanded ethnic autonomy and the abolition 

of provinces, before coming under Japanese rule with the establishment of the Mengjiang United 

Autonomous Government. At that time, De Wang tried to strengthen the authority of the Mongols by 

establishing a new administrative office for the Ulaanchab League. However, as the league did not 

exist as an organization, they explored how to organize and administer it. In 1940, the Mengjiang 

regime held a conference in the Ulaanchab League, where the princes and local banner administrators 

sought to maintain their territory and the Jasag system according to the framework of the Qing 

dynasty. In response, the Mengjiang regime permitted only the maintenance of the Jasag system, but 

did not resolve the issue of cultivated land (territory). As a result, the banners of the Ulaanchab 

League entered 1945 in a destabilized state.
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